
                

               

               

               

              

              

              

              

２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の

５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
０
２
３
年
６
月
１
４
日
、
認

知
症
基
本
法
案
が
参
議
院
本
会
議

で
可
決
と
な
り
、
認
知
症
基
本
法

が
成
立
し
ま
し
た
。
「
認
知
症
基

本
法
」
と
は
、
認
知
症
が
あ
る
人

で
も
尊
厳
を
持
っ
て
社
会
の
一
員

と
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

の
支
援
や
、
認
知
症
予
防
の
た
め

の
施
策
を
定
め
る
た
め
の
法
律
で

す
。
そ
の
一
つ
に
、
認
知
症
に
つ

い
て
「
国
民
の
理
解
の
促
進
」
が

あ
り
ま
す
。
誰
も
が
広
く
認
知
症

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
認
知
症
の
日
を
９
月

２
１
日
と
し
、
認
知
症
月
間
を
９

月
１
日
～
９
月
３
０
日
ま
で
と
し

ま
す
。
国
や
都
道
府
県
市
町
村

は
、
認
知
症
の
日
や
認
知
症
月
間

の
期
間
中
に
は
、
そ
の
目
的
や
意

味
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
行
わ
れ

る
よ
う
呼
び
か
け
な
ど
を
し
な
け 

れ
ば
な
り
ま
せ 

ん
。 沖

縄
市
役
所
で 

は
、
認
知
症
月
間 

に
合
わ
せ
、
９
月

２
５
日
～
９
月
２
９
日
ま
で
認
知

症
普
及
啓
発
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。
パ
ネ
ル
展
で
は
、
パ
ネ
ル

展
示
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
に
、
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る
、
も

の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
や
、
認
知
症
当

事
者
座
談
会
の
D

V

D
放
映
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
は
南
桃
原
公
民

館
、
久
保
田
公
民
館
、
山
内
公
民

館
で
も
認
知
症
パ
ネ
ル
展
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。 

備えあれば

台風対策の基本は、とにかく被害が大きくならないようにすること、台風通過中でも 

なるべく快適に過ごせるような状態を作っておくこと、勢力が大きいと予測されるとき 

は避難も視野に入れておくことが大切です。 

台風が接近して、３日間自宅で過ごす事を想定し、必要な物品を地域包括支援センター西部南の 

職員で考えてみました。ご参照下さい！！                        
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沖 縄 市 ま る っ と つ な が る ラ ジ オ            
Ｆ Ｍ コ ザ 7 6 . 1 Ⅿ ｈ 「 ま る ラ ジ 」 
毎 週 火 曜 日 午 前 １ ０ 時 か ら 放 送 中 
※ 包 括 支 援 セ ン タ ー の 情 報 を 発 信 中 ！ 

8/7（月）山里自治会福祉体験（高齢者疑似体

験）がマックスバリュ山里店にて開催されまし

た。体験したのは小・中・高校生 1２名。2 人 1

組で高齢者体験の装具・重りを装着してマックス

バリュ山里店にて買い物を体験。参加者からは

「とても動きづらかった。ふだんの生活よりも苦

労した。」「目が見えにくかった。」「首や背中が痛

かった。」「歩きにくかった。」「財布からお金を出

すときはお手伝いがあるといいと思った。」など

感想が聞かれました。 

8/19（土）山内公民館前広場にて山内自治会納涼まつりが

開催されました。こども達の踊りやダンス、老友会の皆さんの

踊り、エイサーなどが披露されました。かき氷や焼きそば、豚

汁、キッチンカーも出て大賑わい。自治会の豚汁美味しく頂き

ました！ 

8/15（火）南桃原公民館にて親子認知症サポー 

ター養成講座を開催しました。おとしよりのからだ 

を知ろうということで沖縄市社会福祉協議会と連携 

し高齢者疑似体験（３人１組で歩行、 

階段昇降を体験）も行いました。こど 

も達を中心に 31名が参加。参加した 

こども達からは「認知症の人の対応は難しい事ではないと学んだ。」 

「認知症の高齢者に対しての対応がわかりました。」「おじいちゃんお 

ばあちゃんの気持ちがわかった。」「おじいちゃんおばあちゃんにやさ 

しく接してあげようと思いました。」 

との感想がありました。 

※ゴーグル、ヘッドホン、ベスト（4 ㎏）、

膝サポーター、膝サポーター、足首重り、 

手首重り、姿勢（前かがみ）ベルト装着。 

 

 

 

 島袋会長も高齢者の疑似体験に挑戦！ 

8/15（火）のまるラジ。ゲストは
沖縄ハンズオン NPO の赤嶺龍風さん
（写真中央）。「しまくとぅばの普及推
進」、沖縄市こどものまち推進部こど
も相談健康課の委託事業「沖縄市出前
児童館（キッズデポ）」、沖縄県認知症

行方不明者家族の会等、活動が多岐に
わたり、話題満載でした。 


